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1．高齢期と社会貢献活動の意義
高齢期は、自らのこれまでの人生を振り返
り、人生の集大成の時期となる。エリクソンら
は著書『老年期』のなかで、「老年者は、今まで
信念に誠実に従って生き、わざわざ意識的に持
とうとしないでもその人らしい特徴を持ちこた
えて生きてきた人生を振り返るとき、時間的展
望のきく地点から経験を再評価するというユ
ニークな立場」に立つ存在であり、「昔抱いた希
望や夢と実際に生きてきた人生とを比較すると
き、思い通りには行かない人生の背景という個
別の状況の中で、その人個人が現実に有する能

力というものと折り合って行こうと必死にな
る」時期であることも述べている１）。高齢期で
は、それまで送ってきた生活における達成感を
励みに、またうまくいかなかった経験に落ち込
みながら過ごすこともあると考えられる。ま
た、老化による健康状態の悪化や配偶者や同年
代の友人等との死別も数多く経験する時期にあ
ることから、新たな生活課題に立ち向かってい
くことが求められる時期でもある。
高齢期は退職や子どもの独立、親しい人の死
別等により他者とのかかわりが少なくなること
が考えられるが、高齢者にとって社会貢献活動
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に参加することは社会的地位や権威の向上、社
会的ネットワークの拡大等を促し効用を高め２）、
生活の満足度を高める効果があることが報告さ
れている３）４）５）。マズローの述べる承認の欲求
や自己実現の欲求６）には、自分と相対する他者
がいることが求められるが、退職した後も地域
に出て、何らかの活動を行うなかで他者との交
流を図ることは心身の活性化の促進や生活の満
足度の向上に結びつく。また高齢者自身の自分
の現状に対する主観的評価の要因に「他者や社
会に対する貢献度」があるとする報告７）や、社
会貢献活動は高齢者自身のウェルビーイング８）

や介護予防、生きがい創出９）といった効果があ
ることも指摘されている。人間はそもそも他者
のための存在になることを必要としており10）、
高齢者が何か人に教えるボランティアをするこ
とは生きがいも高めるとの指摘もあり11）、人の
役に立つ社会貢献活動は自らの存在意義を高
め、生き方や生活の満足度を上げる効果がある
ことが期待できる。
筆者は先の研究で、現在の生き方や生活に満
足していないと感じている高齢者（生活不満足
群）と満足していると感じている高齢者（生活
満足群）を比較検討し、その中で生活不満足群
の割合は全体の14％であり、生活不満足群の人
の方が社会貢献活動を「したいと思う」と回答
した人の割合が生活満足群より高かったこと、
しかし生活不満足群では生活満足群に比べて自
治会活動やボランティア活動などの各活動にお
いて活動者の割合が少なかったことから、社会
貢献活動をしたいという意向があっても実際の
行動につながりづらい傾向があったことを明ら
かにしている12）。
現在の生き方や生活に満足していないと感じ
る理由は様々であると考えられ、その理由別に
社会貢献活動への取り組みについて検討するこ
とはあまり行われていない。そこで、本研究の
目的は、生活不満足群の高齢者が満足していな
いと感じる理由の住宅形態別の検討、そしてそ
の理由別に社会貢献活動への意向や実際の取り
組み、取り組めるきっかけや条件を明らかに
し、理由ごとの社会貢献活動への取り組みの特
徴やその促進方法について検討することであ
る。

２．研究方法
（１）調査の対象と方法
調査の対象者は、東京都A市にあるB分譲マ
ンション（以下、分譲）とC都営住宅およびD
都営住宅に居住する高齢者である。対象者の選
定については、A市社会福祉協議会（以下、社
協）に自治会長（自治会連合会会長を含む）の
紹介を依頼し、その結果 3 つの集合住宅の自治
会の紹介を得た。社協の協力を得てそれらの自
治会長に調査の目的や方法、対象者への倫理的
配慮等を説明し了解を得たうえで、その集合住
宅の住民の方々に調査を実施した。
調査票はポスティングで配布し、無記名自記
式質問紙調査を行った。配布数は分譲が1538、
C都営住宅が470、D都営住宅が1026である。
対象者は2017年 6 月20日時点（D都営住宅は
同年 9 月21日時点）で65歳以上の人とし、65
歳以上の人がいない世帯の場合は破棄してもら
うように調査票の冒頭に明記した。回収は同封
した返信用封筒の返送にて行った。調査期間は
2017年 6 月20日から10月15日である。回収数
は分譲が222、C都営住宅が31、D都営住宅が
88であり、回収数の合計は341、有効回答数は
332であった。生活満足度の回答があった330
人のうち「生活不満足群」は46人であり、その
うち不満足の理由について回答があった44人
が本研究の分析対象者である。社会貢献活動に
ついては対象者には調査票の中で「人や社会の
ためになる活動」と説明した。

（２）変数と尺度
調査項目は、性別、年齢、居住期間、家族構
成、健康状態、介護認定の状況、仕事の有無、
月収、家族以外の人との接触頻度、近所づきあ
いの状況、社会貢献活動への意向、生活満足度
とその理由、現在行っている社会貢献活動、社
会貢献活動に取り組めるきっかけおよび条件で
ある。健康状態については「良い」「まあ良い」
「あまり良くない」「良くない」の 4 択とし、前
者 2 つのいずれかを選んだ人を「健康良好群」、
後者 2 つのいずれかを選んだ人を「健康不良
群」とした。家族以外の人との接触頻度につい
ては「ほぼ毎日」「週に 2，3 回程度」「週に 1
回程度」「月に 2， 3 回程度」「月に 1 回程度」
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「年に数回程度」「まったくない」の 7 択とし、
前者 3 つのいずれかを選んだ人を「週に 1 回
程度以上」とした。また、近所づきあいの状況
については「お互いに訪問しあう人がいる」「立
ち話をする程度の人がいる」「あいさつのみ」
「つきあいはほとんどない」の 4 択とし、前者
2 つのいずれかを選んだ人を「立ち話をする程
度以上」とした。社会貢献活動への意向につい
ては「したいと思う」「したいと思わない」「ど
ちらでもない」の 3 択で尋ねた。
生活満足度については、「あなたは現在の生
き方（生活）に満足をしていますか、満足して
いませんか」と尋ねた回答で「満足している」
あるいは「まあまあ満足している」と回答した
人を「生活満足群」、「あまり満足していない」
あるいは「満足していない」と回答した人を
「生活不満足群」とした。

（３）倫理的配慮
倫理的配慮として、まず事前に調査を依頼す

る集合住宅の自治会長に個人情報の取り扱い管
理の徹底について説明を行った。そして、自治
会長からその集合住宅で調査を実施する許可を
得たのち、調査対象者に調査票の配布を行っ
た。調査票の冒頭において調査の趣旨を述べる
とともに、質問紙は無記名であるため個人が特
定されないこと、調査は強制ではないので協力
しなくても不利にはならないこと、得られた結
果を調査の目的以外には使用しないことを明記
し、調査票の返送をもって調査協力への同意と
みなした。
データの分析にあたっては、個人情報保護、
倫理上の観点から、対象者に不利益が生じない
よう匿名化されたデータを適正に管理・使用
し、個人が特定できないよう十分に配慮した。

３．結　果
（１）住宅形態別の対象者の特性（表1）
対象者の性別は、都営住宅（以下、都営）で
は男性が59.1％と多く、分譲においては女性が

表1　住宅形態別の対象者の特性
（単位…人，（……）内％）

都営住宅（n=22） 分譲マンション（n=22）
性別 男性 13（59.1） 10（45.5）

女性 9（40.9） 12（54.5）
年齢 65～ 75歳未満 16（72.7） 15（68.2）

75～ 85歳未満 4（18.2） 5 （22.7）
85歳以上 2（9.1） 2 （9.1）
平均値±標準偏差 71.5…±6.3… 73.0…±6.7…

居住期間*** 10年未満 13（59.1） 2 （9.1）
10～ 30年未満 8（36.4） 7 （31.8）
30年以上 1（4.5） 13（59.1）

家族構成 1 人暮らし 11（50.0） 9 （40.9）
健康状態 健康良好群 11（50.0） 13（59.1）
介護認定状況 要支援・要介護状態 5（23.8） 4 （19.0）
仕事 している 7（31.8） 3 （13.6）
月収 10万円未満 11（52.4） 7 （31.8）

10～ 20万円未満 7（33.3） 5 （22.7）
20万円以上 3（14.3） 10（45.5）

家族以外の人との接触 週に 1 回程度以上 16（72.7） 15（68.2）
近所づきあいの状況 立ち話をする程度以上 12（54.5） 14（63.6）
社会貢献活動への意向 したいと思う 13（65.0） 13（59.1）
注1）……***：P＜0.001…
注2）介護認定状況・月収・社会貢献活動への意向の項目は欠損値あり
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54.5％と多かった。年齢においては、前期高齢
者が都営で72.7％、分譲で68.2％であった。居
住期間は、都営では10年未満が59.1％であった
が、分譲では30年以上の人が59.1％を占め、有
意に分譲の方が都営より期間が長かった。一人
暮らしの人の割合は、都営が50％であり、分譲
より10ポイント高かった。
健康良好群は分譲で59.1％であり、都営より
10ポイントほど高かった。介護認定の状況は、
都営で23.8％の人が、分譲で19％の人が要支
援・要介護の認定を受けていた。収入を得られ
る仕事をしている人は都営で31.8％であり、分
譲の 2 倍以上割合が高かった。月収は、都営で
は「10万円未満」の人が52.4％で半数を超え、
分譲では「20万円以上」の人が45.5％で多かっ
た。家族以外の人との接触頻度が「週に 1 回程
度以上」の人は、都営分譲ともに約 7 割であっ
た。「立ち話をする程度以上」の人は分譲で
63.6％であり、都営より約10ポイント高かっ
た。社会貢献活動をしたいと思うと回答した人
は、都営で65.0％、分譲で59.1％であった。

（２）住宅形態別の生活不満足と感じる理由（図1）
生活不満足の理由を尋ねたところ、都営で最

も多かったのは「経済状況に不安があり思うよ
うに活動できない」であり59.1％、次いで「健
康状態に不安があり思うように活動できない」
が50.0％、「家族の介護に負担を感じる」が
27.3％であった。分譲では最も多かったのは
「経済状況に不安があり思うように活動できな
い」と「健康状態に不安があり思うように活動
できない」がそれぞれ36.4％であり、次いで
「自分の能力を出せる機会や場がない」が
31.8％であった。その他の回答では「もっと社
会に貢献したいと思っている。自分の持ってい
る資格を活かしてみたい」（60代後半男性）、
「働きたい」（70代前半女性）、「年金だけで生活
できないことはおかしい」（60代後半女性）、
「趣味の時間がほしい」（60代後半男性）、「忙し
すぎてたまにゆっくりしたい」（70代前半女
性）、「介護のサービスを受けている」（80代後
半男性）などがあり、自分の能力を活かしたい
という意見や仕事をしている人などに趣味や余
暇の時間を確保したいという思いが見られた。

（３） 　生活不満足の理由別の社会貢献活動への
意向の有無（表2）
生活不満足の理由別に社会貢献への意向を検

図１　住宅形態別の生活不満足の理由

59.1
36.4

36.4

31.8
18.2
18.2

18.2

18.2

0

0

0

4.5

4.5

4.5

4.5
4.5

27.3

22.7

9.1

9.1

9.1

19.6

9.1

50

総合科学17号.indb   58 2021/02/09   17:07



生活に満足していないと感じる理由別にみる高齢者の社会貢献活動の促進方法 59

討したところ、社会貢献活動を「したいと思う」
と回答した人における割合が多かったのは「家
族の介護に負担を感じる」（80.0％）、「自分の能
力を出せる機会や場がない」と「家族関係に悩
みがある」（それぞれ66.7%）、「経済状況に不安
があり思うように活動できない」「時間を持て
余している」「社会に自分の居場所がない」（そ
れぞれ60.0％）、「健康状態に不安があり思うよ
うに活動できない」（52.9%）であった。また
「家族以外の人間関係に悩みがある」と回答し
た 2 人中 2 人が社会貢献活動を「したいと思
う」と回答した。
社会貢献活動を「したいと思う」「どちらでも
ない」「したいと思わない」の 3 つの回答の割
合でみると、「家庭内に自分の居場所がない」と
「自分の存在が周囲から認められていないと感
じる」以外の理由の項目において「したいと思
う」と回答した人の割合が最も多かった。

（４） 　生活不満足の理由別の行っている社会貢
献活動（表3）
現在行っている社会貢献活動については、

「自分の能力を出せる機会や場がない」と回答
した人では、「趣味や知識・特技を活かした活
動」に55.6%、「自治会活動」と「ボランティア
活動」にそれぞれ44.4%の人が取り組んでお
り、「特に活動していない」と回答した人の割合

（単位…人，（　）内％）
したいと思う どちらでもない したいと思わない

経済状況に不安があり思うように活動できない（n=20） 12（60.0） 6 （30.0） 2 （10.0）
健康状態に不安があり思うように活動できない（n=17） 9 （52.9） 4 （23.5） 4 （23.5）
自分の能力を出せる機会や場がない（n=9） 6 （66.7） 3 （33.3） 0 （0.0）
家族関係に悩みがある（n=6） 4 （66.7） 1 （16.7） 1 （16.7）
家族の介護に負担を感じる（n=5） 4 （80.0） 1 （20.0） 0 （0.0）
時間を持て余している（n=5） 3 （60.0） 2 （40.0） 0 （0.0）
社会に自分の居場所がない（n=5） 3 （60.0） 2 （40.0） 0 （0.0）
家庭内に自分の居場所がない（n=4） 1 （25.0） 1 （25.0） 2 （50.0）
家族以外の人間関係に悩みがある（n=2） 2 （100.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
うつ状態である（n=1） 1 （100.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
自分の存在が周囲から認められていないと感じる（n=1） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （100.0）
その他（n=8） 6 （75.0） 2 （25.0） 0 （0.0）

表2　生活不満足の理由別の社会貢献活動への意向

は22.2%で他の理由より低かった。「特に活動
していない」と回答した人は、「自分の能力を出
せる機会がない」以外のほとんどの理由の項目
で半数を超えていた。

（５） 　生活不満足の理由別の社会貢献活動に取
り組めるきっかけ（表4）
社会貢献活動に取り組めるきっかけで多くの
項目で最も回答が多かったのは「活動を始める
ための研修会」であり、そう回答した人の割合
は「家族の介護に負担を感じる」人では66.7%、
「自分の能力を出せる機会や場がない」人では
55.6%、「家族関係に悩みがある」人では50.0%、
「経済状況に不安がある」人では46.7%であっ
た。ほかに多かったのは「行政や社協などによ
る募集」であり、「家族の介護に負担を感じる」
人と「家庭内に居場所がない」人ではそれぞれ
66.7%、「自分の能力を出せる機会や場がない」
人では55.6%が回答した。

（６） 　生活不満足の理由別の社会貢献活動に取
り組める条件（表5）
社会貢献活動に取り組める条件で回答が多
かったものを理由別にみると、まず「経済状況
に不安がある」と回答した人では「収入を得ら
れること」が61.1%であった。「健康状態に不安
がある」と回答した人では「自らの健康状態が
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（単位…人，（……）内％）

自治会・
町内会活動

ボランティア
活動

趣味や知識・
特技を活かし
た活動

仕事を通した
活動 寄付

シルバー人材
センターを通
した活動

特に活動して
いない

経済状態に不安がある
（n=21） 4 （19.0） 3 （14.3） 3 （14.3） 0 （0.0） 1 （4.8） 0 （0.0） 14（66.7）

健康状態に不安がある
（n=19） 3 （15.8） 3 （15.9） 4 （21.1） 0 （0.0） 2 （10.5） 0 （0.0） 11（57.9）

自分の能力を出せる機
会がない（n=9） 4 （44.4） 4 （44.4） 5 （55.6） 1 （11.1） 1 （11.1） 0 （0.0） 2 （22.2）

家族関係に悩みがある
（n=8） 1 （12.5） 1 （12.5） 1 （12.5） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （12.5） 4 （50.0）

家族の介護に負担を感
じる（n=6） 2 （33.3） 1 （16.7） 1 （16.7） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 3 （50.0）

時間を持て余している
（n=5） 1 （20.0） 0 （0.0） 1 （20.0） 0 （0.0） 1 （20.0） 0 （0.0） 3 （60.0）

社会に居場所がない
（n=5） 1 （20.0） 0 （0.0） 1 （20.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 4 （80.0）

家庭内に居場所がない
（n=4） 1 （25.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 3 （75.0）

家族以外の人間関係に
悩みがある（n=2） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 2 （100.0）

うつ状態である（n=2） 1 （50.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （50.0）

自分が周囲から認めら
れていない（n=1） 1 （100.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

表3　生活不満足の理由別の行っている社会貢献活動

（単位…人，（　）内％）

行政や社協な
どによる募集

家族や他者から
の勧め・誘い

地域課題を学
ぶ学習会

活動を始める
ための研修会 退職 その他

経済状態に不安がある
（n=15） 4 （26.7） 6 （40.0） 3 （20.0） 7 （46.7） 2 （13.3） 1 （6.7）

健康状態に不安がある
（n=15） 5 （33.3） 4 （26.7） 2 （13.3） 5 （33.3） 1 （6.7） 1 （6.7）

自分の能力を出せる機
会がない（n=9） 5 （55.6） 1 （11.1） 2 （22.2） 5 （55.6） 0 （0.0） 2 （22.2）

家族関係に悩みがある
（n=6） 2 （33.3） 2 （33.3） 2 （33.3） 3 （50.0） 1 （16.7） 1 （16.7）

家族の介護に負担を感
じる（n=3） 2 （66.7） 0 （0.0） 0 （0.0） 2 （66.7） 1 （33.3） 0 （0.0）

時間を持て余している
（n=5） 2 （40.0） 1 （20.0） 0 （0.0） 2 （40.0） 0 （0.0） 1 （20.0）

社会に居場所がない
（n=5） 2 （40.0） 1 （20.0） 1 （20.0） 2 （40.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

家庭内に居場所がない
（n=3） 2 （66.7） 1 （33.3） 1 （33.3） 1 （33.3） 0 （0.0） 0 （0.0）

家族以外の人間関係に
悩みがある（n=2） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （50.0） 2 （100.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

うつ状態である（n=1） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （100.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

自分が周囲から認めら
れていない（n=1） 1 （100.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

表4　生活不満足の理由別の社会貢献活動に取り組めるきっかけ
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よくなること」が81.2%であった。「自分の能力
を出せる機会や場がない」と回答した人では
「自らの健康状態がよくなること」「収入を得ら
れること」「同世代と交流できること」がそれぞ
れ55.6%であった。「家族の介護に負担を感じ
る」人では「家族の介護の負担が少なくなるこ
と」と「収入を得られること」がそれぞれ83.3%
であり、「自らの健康状態がよくなること」が
50.0％であった。「時間を持て余している」と回
答した人は「友人・知人と一緒にできること」
「自らの健康状態がよくなること」「同世代と交
流できること」がそれぞれ50.0%であった。「社
会に自分の居場所がない」と回答した人では
「通う手段が確保されること」と「同世代と交流
できること」がそれぞれ75.0%、「友人・知人と
一緒にできること」「自らの健康状態がよくな
ること」がそれぞれ50.0%であった。「家庭内に
居場所がない」と回答した人では、「友人・知人
と一緒にできること」を 3 人すべての人が回答
しており、ほかに「通う手段が確保される」を

2 人が回答した。「家族以外の人間関係に悩み」
と回答した人と「うつ状態」と回答した人では
ともに 2 人中 2 人が「健康状態が良くなるこ
と」を条件としてあげた。

４．考　察
（１）経済的な理由からの考察
生活不満足の理由で最も多かったのは「経済
状況に不安があり思うように活動できない」と
回答した人は21人であり、都営では約 6 割、分
譲で約 4 割の人が回答した。都営で多かった背
景として、月収が「10万円未満の人」は都営で
5 割、分譲で 3 割であり、都営の方が分譲より
低所得の人が多かったことが影響していると考
えられる。また、就業している人は都営で 3
割、分譲で 1 割であり、生活費を得る必要があ
ることから就労している人が都営で多いことが
うかがえた。就労していると回答した人の中に
は、趣味の時間にあまり時間をとれないことへ
の不満や、年金だけでは生活費が足りないので

（単位…人，（……）内％）
友人・知人
と一緒にで
きること

家族の介護
の負担が少
なくなる

家事の負担
が少なくな
る

健康状態が
よくなる

通う手段が
確保される

収入を得ら
れる

若い世代と
交流できる

同世代と交
流できる その他

経済状態に不安がある
（n=18） 4 （22.2） 6 （33.3） 1 （5.6） 6 （33.3） 4 （22.2） 11（61.1） 4 （22.2） 5 （27.8） 1 （5.6）

健康状態に不安がある
（n=16） 4 （25.0） 3 （18.8） 1 （6.2） 13（81.2） 5 （31.2） 5 （31.2） 2 （12.5） 3 （18.8） 0 （0.0）

自分の能力を出せる機
会がない（n=9） 2 （22.2） 2 （22.2） 0 （0.0） 5 （55.6） 2 （22.2） 5 （55.6） 2 （22.2） 5 （55.6） 1 （11.1）

家族関係に悩みがある
（n=7） 2 （28.6） 2 （28.6） 0 （0.0） 2 （28.6） 3 （42.9） 1 （14.3） 2 （28.6） 2 （28.6） 0 （0.0）

家族の介護に負担を感
じる（n=6） 0 （0.0） 5 （83.3） 1 （16.7） 3 （50.0） 0 （0.0） 5 （83.3） 2 （33.3） 1 （16.7） 0 （0.0）

時間を持て余している
（n=4） 2 （50.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 2 （50.0） 1 （25.0） 1 （25.0） 1 （25.0） 2 （50.0） 0 （0.0）

社会に居場所がない
（n=4） 2 （50.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 2 （50.0） 3 （75.0） 1 （25.0） 1 （25.0） 3 （75.0） 0 （0.0）

家庭内に居場所がない
（n=3） 3（100.0） 0 （0.0） 1 （33.3） 1 （33.3） 2 （66.7） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （33.3） 0 （0.0）

家族以外の人間関係に
悩みがある（n=2） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 2（100.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （50.0） 0 （0.0）

うつ状態である（n=2） 0 （0.0） 1 （50.0） 0 （0.0） 2（100.0） 0 （0.0） 1 （50.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

自分が周囲から認めら
れていない（n=1） 1（100.0） 0 （0.0） 1（100.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）

表5　生活不満足の理由別の社会貢献活動に取り組める条件
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仕事をせざるを得ないといった回答が見られ
た。余暇活動の充実感が高齢者の生活の満足感
に反映されることが指摘されていることか…
ら13）、余暇の時間をあまり確保できない人は満
足度が低い傾向にあることが考えられる。
令和元年に行われた高齢者への内閣府の調…

査14）で、経済的な暮らし向きについて「家計に
ゆとりがあり、まったく心配なく暮らしてい
る」あるいは「家計にあまりゆとりはないが、
それほど心配なく暮らしている」と感じている
人の割合は全体で74.1％であった。この割合は
近年増加傾向にあり、高齢者において経済的困
窮にある人が減少傾向であることが明らかに
なっているが、平成23年15）と令和元年の調査
結果を比べると「家計にゆとりがなく、多少心
配である」と「家計が苦しく、非常に心配であ
る」の合計は「80歳以上」では18.8％（平成23
年）から22.2％（令和元年）に増加している。
経済的基盤が保たれていることが満足した生活
を送るための必須条件であり16）、高齢期の貧困
の特徴として労働市場からの退場や介護問題等
が指摘されていることから17）、高齢期において
は年齢が高くなることによって経済的に困窮す
る人が増えることがうかがわれ、安心して生活
するための経済的保障が求められる。
社会貢献したいと考える人は 6 割いたが、社
会貢献活動していない人は 7 割おり、活動して
いない割合は他の不満足の理由と比べて高い傾
向にあった。社会貢献活動に取り組める条件と
して「収入を得られること」を 6 割が回答して
おり、経済的な不安により、収入が得られない
活動にはあまり参加できないと考える高齢者が
多いことがうかがえた。無償に限らず就労によ
る社会貢献活動もある。就労は高齢者の幸福感
を高める18）とも言われており、本調査でも就労
していない女性から「働きたい」という回答が
あったことから、ワークライフバランスが重視
されつつある生産年齢層を支える多様な高齢者
の就労のあり方を検討し、高齢者が就業しやす
い労働や有償ボランティア等の活動を拡充して
いくことが必要である。

（２）健康状態の理由からの考察
生活不満足の理由として「健康状態に不安が

あり思うように活動できない」と回答した人は
19人であり、都営は 5 割、分譲で約 4 割の人
が回答した。健康不良群は都営で 5 割、分譲で
約 4 割であり、都営では要支援・要介護状態に
ある人が 4 人に 1 人の割合であり分譲より多
かったため、都営においてこの回答者が多かっ
たと考えられる。社会貢献をしたいと考える人
の割合は他の理由より若干低い 5 割であった。
社会貢献に取り組める条件としては、「健康状
態が良くなること」と 8 割が回答しており、健
康状態が社会貢献活動への取り組みに大きく影
響していることがわかった。健康を害した高齢
者は幸福度が低い傾向にあること19）、健康状態
が良くないと感じている高齢者は生活の満足度
が低くなる傾向があること20）、健康であること
が満足した生活を送るうえでの必須条件である
こと21）が指摘されているが、本調査で健康状態
に不安があっても社会貢献活動をしたいと考え
る人が 5 割いることが確認できたことから、要
介護状態になっても社会に役立ちたいと考える
高齢者の生きがいづくりのため、自宅でできる
ことなど、その状況にあった無理のない社会貢
献活動ができるように個別支援と地域支援を
コーディネートしていく機能の促進が求められ
る。
また、生活不満足の理由として「うつ状態で
ある」と回答した人は 2 人であり、都営に居住
する男性の約 1 割であった。 1 名は60代後半
であり単身で都営に引っ越してまだ 1 年未満
であり、月収は「 5 ～ 10万円未満」で、健康
状態は「あまり良くない」状態にある。生活不
満足の理由として他に「健康状態に不安」「経済
状態に不安」「家族以外の人間関係に悩みがあ
る」と回答している。もう 1 人は70代前半で配
偶者と暮らしており、月収は「 5 ～ 10万円未
満」で10年以上都営に暮らしており、健康状態
は「あまり良くない」状態である。生活不満足
の理由は他に「健康状態に不安」「経済状態に不
安」「家族関係に悩みがある」「家族の介護に負
担を感じる」と回答しており、同居している妻
の介護をしているものと思われる。2 人とも近
所に立ち話する程度の人はいる。 2 人のうち、
社会貢献活動への意向がある人は 1 人、自治会
活動に参加している人が 1 人、社会貢献に取り
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組めるきっかけでは「活動を始めるための研修
会」が 1 人、条件では「健康状態が良くなるこ
と」が 2 人、「家族の介護の負担が少なくなる
こと」と「収入を得られること」がそれぞれ 1
人であった。2 名とも健康状態があまり良くな
いことや家計にあまり余裕がないことがうかが
われ、1 名は配偶者を介護する状態であったこ
とから、そのような大変さから身体的精神的に
負担が大きく「介護うつ」の状態になっている
可能性も考えられた。2 人とも自らの健康状態
が良くなることが社会貢献活動への取り組みに
つながるとしており、福祉サービスの利用促進
やフォーマル・インフォーマル両面からのサ
ポートによる介護負担の軽減、困窮状態にある
高齢者世帯への経済的な保障、高齢期になって
引越しをした場合に新しい地で安心して居住で
きるよう相談支援・情報提供のサポートの充実
が求められる。

（３） 　知識や能力の活用および時間を持て余し
ているという理由からの考察
生活不満足の理由として「自分の能力を出せ
る機会や場がない」と回答した人は 9 人であ
り、都営で約 1 割、分譲で約 3 割の人が回答し
た。9 人のうち、4 人は「経済状態に不安」、3
人は「健康状態に不安」、 2 人は「時間を持て
余している」とも回答した。社会貢献活動をし
たいと考えている人は約 7 割おり、実際に行っ
ている活動として約 6 割が「趣味や知識・特技
を活かした社会貢献活動」、約 4 割が「自治
会・町内会活動」「ボランティア活動」にそれぞ
れ携わっており、活動していない人は 2 割と他
の理由に比べ少なかった。自分の能力を出せて
いない、出せる場が欲しいと考えている人は、
他の理由に比べて何らかの社会貢献活動に取り
組んでいる傾向があることがうかがえた。分譲
では 3 割がこの回答をしたが、特に分譲では高
収入の仕事をしてきた人が多くいると考えら
れ、退職した後の現在の生活で、なんらかの自
分の経験をまた違う場で活かしたい、しかしそ
ういった場があまりないと考えている人が一定
数いることがわかった。ボランティア活動をし
ている高齢者が回答したボランティア活動への
参加動機の上位の 1 つとして、「自分の知識や

経験を生かす機会がほしかったため」と約 4 割
の人が回答しており22）、自分の知識を活かすこ
とは生きがいにもなり生活の質の向上に結びつ
くと考えられる。調査したB分譲では、コミュ
ニティの協議会が防災活動等において活発な活
動を展開しており、そこでは高齢期にある人々
がリーダーの役割を担っている。そのような場
で活躍している人もいるが、まだ自分の期待す
るような活動の機会を得らえていないと感じて
いる高齢者も多くいることが見受けられた。
社会貢献活動に取り組めるきっかけとして
は、「行政や社協などによる募集」と「活動を始
めるための研修会」を約 6 割の人が回答し、取
り組める条件としては「健康状態が良くなる」
こと、「収入を得られる」こと、「同世代と交流
できること」をそれぞれ約 6 割の人が回答し
た。
そして、生活不満足の理由として「時間を持
て余している」と回答した人は 5 人であり、都
営では 1 割未満だったが分譲で 2 割いた。 5
人のうち、男性は 3 人、女性は 2 人であり、男
性はすべて分譲に居住し家族と住んでいた。一
方女性は分譲と都営にそれぞれ住んでおり、 2
人とも一人暮らしだった。分譲は都営より就労
者の割合が半分以下で少なく、また健康良好群
の割合が10ポイントほど都営より高かったこ
とから、都営より就労、通院や身体状況等の理
由により活動しにくい人が少なかったことが考
えられ、社会貢献活動に費やす時間に余裕のあ
る人が都営より多くいる傾向があることがうか
がえた。社会貢献をしたいと考える人の割合は
6 割であり、社会貢献活動をしている人は 4
割であった。社会貢献に取り組めるきっかけで
は「行政や社協などによる募集」と「活動を始
めるための研修会」がそれぞれ 4 割、条件では
「友人・知人と一緒にできること」「健康状態が
良くなること」「同世代と交流できること」がそ
れぞれ 5 割であった。
また、生活不満足の理由として「社会に自分
の居場所がない」と回答した人は 5 人であり、
都営で 1 割未満、分譲で約 2 割であった。 5
人のうち 3 人が「時間を持て余している」とも
回答している。社会貢献活動をしたいと考える
人の割合は 6 割であったが、社会貢献活動をし
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ている人は 2 割であり、社会貢献活動への意向
があっても、あまり活動に結びついていない傾
向にあった。社会貢献活動に取り組めるきっか
けでは「行政や社協などによる募集」と「活動
を始めるための研修会」がそれぞれ 4 割、「友
人・知人と一緒にできること」「健康状態が良く
なること」がそれぞれ 5 割であった。
友人とともに活動できることが求められてい
ることから、友人との交流ができるという楽し
みが活動につながる動機になっており、そこに
自分の居場所も求めていると考えられる。家庭
や社会での自己の存在意義や生きがいが十分見
出されていることが高齢期男性の精神健康度に
強く影響が出ることも指摘されており23）、社会
や地域において活動する場があることが生活へ
の満足度を上げると考えられることから、様々
な活動の場の開発を行っていく必要がある。
2016年に政府が発表した「 1 億総活躍プラン」
では、現役世代が毎年50万人以上減少する時
代となり、女性や高齢者に、より経済活動に加
わってもらうことで経済成長を目指すことが方
向として打ち出され、65歳以上の雇用延長の促
進や高齢者になっても引退しない時代が迫って
いるともいわれている24）。また社会的役割を喪
失し余暇を持て余す高齢者においては社会活動
をすることで家庭内役割の喪失や退職に代表さ
れる社会的役割の喪失感を埋めることにもつな
がっていくともいわれており25）、活動したいと
いう意向をもつ人をうまく地域のニーズにつな
げていけるよう、高齢者自身が活動したいこと
を表明できる場、地域におけるニーズを高齢者
を含む地域住民が知る手法の開発、そして実際
に活動できる場づくりの支援を進めていくこと
が必要である。本人のニーズを満たすため、そ
して地域や社会における様々な生活課題の解決
のため、活動したいという希望はあっても活動
の機会がないという高齢者をいかに活動に結び
つけていけるかという点が重要なポイントであ
ると考える。活動をするにあたり研修会を求め
る人が多かったことから様々な機関によるきっ
かけづくりとしての研修会の開催や、各地域に
配置されている生活支援コーディネーターおよ
び地域福祉コーディネーターによる個別支援と
地域支援をつなげていくコミュニティソーシャ

ルワークの取り組みの促進が求められる。

（４）家族関係の理由からの考察
生活不満足の理由として「家族関係に悩みが
ある」と回答した人は 8 人であり、都営分譲と
もに約 2 割であった。そのうち、社会貢献した
いと考える人の割合は約 7 割であった。半数の
人は特に社会貢献活動は行っておらず、社会貢
献活動に取り組めるきっかけでは半数の人が
「活動を始めるための研修会」と回答し、条件で
は 4 割の人が「通う手段が確保されること」と
回答した。
また、生活不満足の理由として「家族の介護
に負担を感じる」と回答した人は 6 人であり、
都営で約 3 割いた。回答した人はすべて「経済
状況に不安」にも回答しており、介護をしてい
て就労できない、また医療費がかかる等の理由
から、経済的に余裕のない世帯が多いことがう
かがえた。配偶者との二人暮らしと回答した人
は 3 人であり、すべて男性だった。認知症高齢
者の介護者への調査で、要介護者と二人暮らし
の場合には、介護者が一人で介護を行う必要が
あるため介護者が自身のことに費やす時間の確
保が困難であることが指摘されており26）、社会
貢献をしたいと考える人の割合は他の理由より
若干高い 8 割であったことから、介護の負担か
ら解放され息抜きをしたいという気持ちがある
人が多いことがうかがえた。回答者のうち、 2
人が「家族関係に悩みがある」とも回答してい
ることから、介護の負担により精神的負荷が重
なり家庭内で虐待等の事件が起きないよう、介
護者と心理的物理的に離れる機会の確保も必要
である。介護者はその機会を求めていることも
うかがえるが、実際に活動している人は自治会
活動において 3 割程度見られたのみであった。
より社会貢献活動等の活動に参加できるよう、
フォーマル・インフォーマル両側面の支援の充
実が求められる。社会貢献に取り組めるきっか
けは「行政や社協などによる募集」と「活動を
始めるための研修会」と回答した人がそれぞれ
約 7 割、条件では「家族の介護の負担が少なく
なる」と「収入を得られる」がそれぞれ 8 割、
「健康状態が良くなること」が 5 割であった。
健康状態がよくない介護者が多いこともうかが
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えることから、介護者の健康管理にも支援者は
留意していく必要がある。
そして、生活不満足の理由として「家庭内に
自分の居場所がない」と回答した人は 4 人であ
り、都営分譲ともにそれぞれ約 1 割で、すべて
女性であった。社会貢献をしたいと考える人は
4 人中 1 人であり、 1 人は自治会活動に携
わっていたが、 3 人は特に活動していなかっ
た。健康状態は 4 人中 3 人が健康不良群で、う
ち 2 人は要介護状態であった。家族構成は子ど
もと暮らしている人が 2 人、配偶者と子どもと
住んでいる人が 1 人、配偶者との二人暮らしが
1 人であり、子どもと暮らしている 1 人は「自
分の存在が認められていない」とも回答した。
また、4 人のうち 3 人が「家族関係に悩みがあ
る」とも回答している。高齢者が家族と互いに
理解し合っていると認知し、家族内での自分の
存在意義を見出していることは精神的充足感を
高める要因であること27）が指摘されているが、
自分の身体が要介護状態となり、家族から衣食
住の手助けや介護を受ける身に立場が変化して
いく過程で、それまでの家族間のサポートの流
れに変化が生まれ、家族内で葛藤が生じている
ことも考えられる。社会貢献に取り組めるきっ
かけでは「行政や社協などによる募集」に 2 人
が、条件では「友人・知人と一緒にできること」
に 3 人が、「通う手段が確保されること」に 2
人が回答している。家庭内に居場所がないと感
じる人は友人との交流など家庭以外での居場所
を求めていることも考えられ、社会貢献活動に
参加するための移動手段の確保も課題であるこ
とが考えられた。

５．結論と研究の課題
本研究では、まず生き方や生活に満足してい
ないと感じている人がなぜそのように感じてい
るのかを明らかにした。その結果、都営におい
て経済状況に不安がある人が 6 割、家族の介護
に負担を感じている人が 3 割おり、老々介護を
している世帯が多くあることがうかがえた。家
族の介護を行っている人においては、まずは介
護の負担が軽減されるための福祉サービスや周
囲からのサポートが求められると同時に、介護
者自身の健康管理、介護費用の捻出などによる

家計への圧迫を回避するための金銭的保障が、
社会貢献活動につながるための手段となること
が考えられた。分譲においては自分の能力を出
せる機会がないと回答した人が 3 割、時間を持
て余しているという人が 2 割、社会に自分の居
場所がないと感じている人も 2 割おり、それま
での知識や経験を現在の生活において活かせて
いないことに不満を感じている人が一定数いる
ことが確認できた。自分の能力を出せる機会が
ないと考えている人においては 8 割の人が何
らかの社会貢献活動をしていたことから、いか
に老後の時間を有効に使うかを考え、同世代と
の交流を楽しみに、自助努力として自治会活
動、ボランティア活動、知識を活かした活動に
取り組んでいる傾向にあることがうかがえた。
生き方や生活に満足していないと感じる理由
の多くにおいて、半数以上の人が社会貢献活動
をしたいと考えていたが、実際には活動をして
いない人も半数以上いるという現状が明らかに
なった。多くの生活不満足の理由において共通
してみられた社会貢献活動を始めるために有効
なきっかけとして、活動を始めるための研修会
や行政等による募集が示された。また、社会貢
献活動を始めるためにはその生活不満足の理由
にある生活課題が解決あるいは軽減されること
が有効であることが考えられた。高齢期にな
り、健康状態の低下が社会貢献活動への足かせ
になっていることは多くの生活不満足の理由で
確認できたが、そのほかに経済状況に不安があ
る人においては収入が得られる活動が取り組み
やすいこと、家族関係に悩みや介護の負担を抱
えている人においては活動において友人や同世
代と交流できることや活動に参加するための通
う手段の確保が求められていた。
そのため、生活に満足していない理由となっ
ている高齢者各自の個別の生活課題の解決や軽
減に向けた取り組みを行うことが社会貢献活動
に取り組むことができる高齢者を増やすことに
つながると考えられる。活動の場を生み出した
り活動の場へのアクセスを工夫するなど彼らの
活動意向を実現するような支援を行うことが求
められるが28）、特に活動意向がある高齢者に対
してはどのような活動をしたいのか生活支援
コーディネーターやケアマネージャー等が関わ
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りの中で希望を聞き、それを関係機関の中で共
有して、丁寧に活動の場に結びつけていくこと
が必要である。
研究の課題として、本調査はA市の一部の都
営住宅と分譲マンションの高齢者に調査を行っ
たものであり、本調査結果を一般化するには限
界がある。また分譲において自分の能力を出せ
る機会がないと回答する人が都営より多かった
が、学歴や就業形態などからの分析が行えてい
ない。今後は行政や社協等、高齢者が社会貢献
活動により取り組めるための環境を整えていく
側に対して現状や課題についての検討を行い、
高齢者の社会貢献活動が地域で広がるための推
進方法について多面的に分析していく必要があ
る。
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